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小学校教育における学校給食の役割

教員の自由回答形式質問調査による分析の試み
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　教員の健康教育に対する考え方ならびに学校給食の位置づけの総合的な解析を試みるため，

100人の小学校教員を対象とし，以下の8項目について自由回答形式による質問調査を行った。

(1)保健学習の実施状況，(2)給食指導の実施状況，(3)教員からみた児童の健康や栄養に対する態

度，(4)健康教育についての意見，(5)学校給食の役割，(6)健康教育の課題，(7)給食を関連づけて指

導した教科目とその指導内容，(8)偏食指導。これらの質問に対し，調査対象者が各自の考えを自

由に記述した回答からキーワードを選び出し分類整理し，ダミー変数に置き換えることによって

回答を数量化した後，主成分分析を行い4因子を抽出・簡略化した。その結果は以下の通りであ

る。

　1)　主成分分析で抽出された4因子は，第1因子が「保健学習・給食指導の役割」，第2因子

が「養護教諭・給食主任との連携およびその必要性」，第3因子が「時間配分：学級活動時・給

食時」，第4因子が「保健学習・給食指導でとりあげた内容と今後の方向性」と解釈できた。

　2)　教員からみた学校給食の役割は，「栄養補給」，「食事のマナー・人間関係の形成」，「健康

教育・栄養教育」，「共食の場での嗜好の形成」であった。

　3)　教員が考える「学校給食の役割」と，健康教育に対する教員の考え方から要約された構造

との関連性は，「学校給食の役割は共食による嗜好形成である」と第1因子の「保健学習・給食

指導の役割」との間に（r＝0.39，p＜0.01），「学校給食の役割は健康教育・栄養教育である」と

因子の「養護教諭・給食主任との連携およびその必要性」との間に（r＝0.27，p＜0.01），それぞ

れ有意な正の相関が認められた。また，教職年数が長くなるほど学校給食の役割として健康教育

・栄養教育を重視しており（r＝O.21，p＜0.05），女性よりも男性教員の方が「学校教育における

学校給食の役割をさらに重視する必要がある」と考えていた（r＝－0.28，p＜0.01）。
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